
第７９０号 赤旗読者ニュース （１）

読者ニュース「きずな」に対するご意見や情報をしんぶん赤旗の配達・集金者にどしどしお寄せください。

明治天皇の暗殺を企てたとして、社会主義者らが弾圧された大逆事件（１９１０年）に連座し処刑さ
れた、井原市高屋町出身の社会運動家、森近運
平（１８８１～１９１１年）の刑死９９年墓前
祭（写真右上）が「森近運平を語る会」主催で
４月２９日、高屋町田口の生家跡で県内外から

８０人が参加して
おこなわれました。

開会のあいさつ
で、会代表の坂本
忠次氏（岡山大名
誉教授）が「他の
地域では事件の犠
牲者の復権運動が
進んでいるので井
原でも進めたい。
来年は刑死１００
年に当たるので、
命日の１月２４日
前後にシンポジュー
ムを開き、更に顕彰したい」と参加者に訴えました。また、山泉進明治大
学副学長（大逆事件の真実を明ら
かにする会事務局長）は「森近は

事件とは全く関係ないことがハッキリしている。市議会などで
名誉回復してほしい」と訴えました。

昨年６月に浅口市金光町の運平の妻繁(シゲ)の遺族宅で見つかっ
た８００点以上の書簡などを調査している森山誠一氏（金沢星
稜大名誉教授：写真左）が、運平は１９０９年に帰郷し、逮捕
直前まで営んでいた温室名称が「森近園芸場」だったことなど、
今までにハッキリしなかった部分が少しずつ明らかになってき
た現在までの調査の成果を報告し、参加者は興味深く聞いてい
ました。

式が終わって生家に隣接する墓に参加者全員が線香を手向け
（写真右下）運平の遺徳を偲びました。
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４月３０日井原市役所で「平成２２年

度 井原市有功表彰式」が行われました。

この度は、谷本仲彌氏と田邉隆則氏

の２氏が受賞されました。
瀧本市長のあいさつの一部を紹介し、

２氏の功績の紹介とします。

谷本仲彌様は、平成９年に井原市廃棄物減量等推進審議会委員に就任されて以来、１２年と、大変永き

にわたり、本市の廃棄物減量化、資源化にご尽力いただきました。中でも、本市が開催した家庭ごみ減量
化説明会では、積極的に地域に出向かれ、職員とともに説明をしていただくなど、ご尽力をいただきまし

た。谷本様のこうした活動が、市民皆様のごみ減量化意識の向上に繋っているところであります。また、

この他にも、井原市議会議員在職中には市民福祉委員長を務めるとともに、井原市環境審議会委員、井原

市環境衛生協議会会長などを歴任され、それぞれのお立場から環境問題全般に取り組んでいただき、本市
が誇る美しい自然環境の保全に多大なご貢献をいただいたところであります。

田邉隆則様は、芳井町議会議員として、３期１０年９か月、井原市議会議員として、２期４年２か月、
また、この間、芳井町議会議長、同副議長をともに２年間務められるなど、大変永きにわたり、地方自治

の育成・発展に尽くされ、本市の産業をはじめ、教育、文化、福祉の向上に多大なご貢献をいただいたと

ころであります。中でも、平成１７年３月の１市２町の合併に際しましては、芳井町議会議員並びに井原

地域合併協議会委員として、民意を反映され、新市誕生に多大なご貢献をいただきました。また、井原市
議会地域医療等を考える調査特別委員会委員として、本市の喫緊の課題である地域医療の充実に取り組ま

れるなど、市民福祉の向上と市勢発展に多大なご貢献をいただいたところであります。

第７９０号 赤旗読者ニュース （２）

生活に役立ち勇気と確信のわくしんぶん[赤旗]をお読みください(月額日刊紙２,９００円日曜版８００円）

平成２２年度

井原市有功表彰式

表彰式後に記念撮影 左から３人目谷本氏その右田邉氏

瀧本豊文市長

高田正弘議長

表彰状を受取る谷本氏 受賞者代表であいさつする谷本氏 記念品を受取る田邉氏


